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世界の市場めぐり －一生に一度だけの旅 discover－ 

ジョン・ブラントン 著 岡崎 秀 訳 

日経ナショナルジオグラフィック社（発行） 

日経ＢＰマーケティング（発売） 

2310 円 (0012529568) 

新しい町に着くとまっさきに市場を訪れるというトラベルライターの著者が、世 

界各国の市場を紹介する。薄暗く不思議な雰囲気が漂うマラケシュのランプ市 

や、エジプトのラクダ市、タイの水上市場など、色鮮やかな写真と簡潔な文章で、 

市場の活気や、人々の暮らしぶりを伝える。また、エクアドルで生産し売られてい 

る帽子がなぜパナマ帽と呼ばれるようになったのかなど、各市場の特産品につ 

いてのコラムも秀逸だ。世界を旅した気分を味わえる。〔290.9〕 

50 とよばれたトキ －飼育員たちとの日々－ 

小野智美 著 

羽鳥書店 1995 円 (0012517611) 

佐渡トキ保護センターでは、国の特別天然記念物で、国際保護鳥に指定され 

ているトキの繁殖、飼育を行っている。知られざるトキの生態と、人工飼育された 

50 番目のトキ「50」を育てる新米飼育員の日々の活動が、新聞記者である著者 

の温かい文章で描かれる。飼育員らが、卵をふ化させ放鳥するまで、細心の注 

意をはらい、工夫を凝らし、愛情をかけて育てる様子は人間の子育て以上だ。天 

然記念物保護の陰にある努力を知り、トキの巣立ちを応援したくなる。〔488〕 

感じて歩く －ルポエッセイ－ 

三宮麻由子 著 

岩波書店 1890 円 (0012534672) 

幼児期に視力を失った著者は、白杖の使い方、音の聞こえる方向を判断する 

訓練を受け、街を一人で歩けるようになった。ハイテク機器の登場など便利にな 

った点もあるが、歩く道中は危険が多く、慣れない場所を歩くことは困難だ。見え 

ない中で道を歩くことの緊張と、大地や自然を感じながら歩いていけることの喜 

びが、翻訳を仕事とする著者の明快な文章でつづられる。自ら手段を選択して歩 

くことの重要さ、ユニバーサルな世界への願いが、静かに熱く語られる。〔Ｅサン 

ノ〕 
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月刊 あなたにこの本を！ 平成 24 年 9 月号 

本棚の中のニッポン=Japanese Studies Libraries in the World －海外の 

日本図書館と日本研究－ 

江上敏啓 著 

笠間書院 1995 円 (0012529572) 

海外には日本語資料を集める図書館があり、研究書以外にマンガを収集している所もある。本書では、 

現地の司書に取材し、資料の購入や日本から借用する手続きが煩雑なこと、中国や韓国と比べて資料の 

電子化が進んでいないこと、などの課題を明らかにする。それに対し、どのようなサポートができるのかを 

考える手がかりを示す。日本人が知らない外国の日本研究に関わる事情をまとめた労作であり、世界へ 

の効果的な情報発信を行う上で、参考となる。〔018〕 

80 時間世界一周 －格安航空乗りまくり悶（もん）絶ルポ－ 

近兼拓史 著 

扶桑社 777 円 (0012463764) 

仕事で世界中を巡る著者は、ＬＣＣ（格安航空会社）大量就航を背景に０泊４日 13 万円の旅を計画し 

た。短すぎる滞在時間に犯罪者と疑われたり、マトリョーシカの押し売りにあったり、わずかな滞在でも感じ 

た５か国６都市での国民性の違いなどがユーモアたっぷりに記される。ＬＣＣ各社の比較考察や格安航空 

券予約のコツ、発券終了後に搭乗券を発行してもらう裏技など実用的情報も充実。お金や時間がない中 

でも、旅に出られる可能性と楽しさを伝えている。〔290.9〕 

やっぱりおもろい！関西農業 

高橋信正 編著 

昭和堂 2100 円 (0012508386) 

本書は、2004 年に出版された『おもろいで！関西農業』の第二弾。関西の特徴ある多数の農業活動の 

事例から、関西農業の今を探る。たとえば、ある有機農家の夫婦は、従来の家族農業の形をやめ、一日８ 

時間労働、作業労働者に毎月給料を支払うといった有限会社を設立した。様々な実践からは、関西の農 

業の｢おもしろさ｣と「したたかさ」が見える。どれもが、新しい発想と伝統を織り交ぜた活気ある取り組みで 

あり、未来の農業の形を探るために一読したい。〔612.1〕 

おいで、一緒に行こう －福島原発 20 キロ圏内のペットレスキュー－ 

森 絵都 著 

文藝春秋 1208 円 (0012505130) 

福島原発の事故後、立入禁止になった20キロ圏内に残されたペットを救出するボランティアに同行取材 

した記録。著者は、禁止区域での活動についてどこまで踏み込むべきか迷うが、被災地で起きていること 

を伝えるため、ありのままを書くことを決意する。再会したペットを手放さざるをえない避難家族や彼らに寄 

り添うボランティアを誠実に描き、事故で日常を引き裂かれた人々の悲しみを伝える。無人の街をさまよう 

動物達の姿が、重い問いを投げかけてくる。〔645.6〕 

大陸へ －アメリカと中国の現在を日本語で書く－ 

リービ英雄 著 

岩波書店 1890 円 (0012505530) 

アメリカで生まれ、少年期を台湾、香港で過ごし、現在は東京に住む著者が、アメリカと中国を旅して感 

じたことを記す。オバマ大統領誕生の際に訪れたアメリカでは、根深い人種問題を再認識する。中国の近 

代化に取り残された地方では、農民や炭鉱夫と接する中で、広がる格差やひずみを実感する。３つの言語 

が交錯する中で生み出される文学表現には、単一の言語表現にはない斬新さがある。２つの大陸の「い 

ま」が臨場感をもって眼前に迫ってくるようだ。〔Ｅリヒヒ〕 
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